
【議決日：令和４年３月２３日】 

変更箇所（変

更後計画の

頁、行等） 

変更後 変更前 

４ 地域にお

ける情報化 

（ウ）計画 

（２８頁） 

 

 

事業名 

（施設名） 
事業内容 

事業 

主体 
備考 

（２）過疎地域

持続的発展特

別事業 

地域情報化推進事業 

デジタルを活用した課

題解決事業 

地域における課題や日

常生活における不便な

どを解決するためのア

プリケーション開発等

に要する経費 

 

市 地域や日常生活にお

ける課題を市民から

直接収集し、それらの

解決に向けて、情報化

技術を活用し、迅速か

つ柔軟に対応してい

くことは、地域の持続

的発展に資する取組

であることから、効果

は一過性でなく、将来

に及ぶ事業である。 

（２）過疎地域

持続的発展特

別事業 

地域情報化推進事業 

長崎県データ連携基盤

負担金 

行政と民間の有する

様々なデータの集積・活

用を可能とする県下統

合したデータ連携基盤

を運営するための費用

負担 

 

市 分野間・地域間のデー

タ流通から、地域課題

の解決や新たなサー

ビスの創出による生

産性の向上、地域活性

化を図り、Society5.0

の実現に向けて取り

組むことは、地域の持

続的発展に資する取

組であることから、効

果は一過性でなく、将

 

事業名 

（施設名） 
事業内容 

事業 

主体 
備考 

    

 



来に及ぶ事業である。 

（２）過疎地域

持続的発展特

別事業 

行政デジタル化推進

事業 

アンケート・申込フォー

ム利活用事業 

インターネット等を利

用した住民アンケート

や各種申請、電子決済を

可能とするためのサー

ビス利用に要する経費 

 

市 市民生活の多様化に

対応するため、情報化

技術を活用し、行政サ

ービスの利便性を向

上させていくことは、

地域の持続的発展に

資する取組であるこ

とから、効果は一過性

でなく、将来に及ぶ事

業である。 
 

５ 交通施設

の整備、交通

手段の確保 

（ウ）計画 

（３１、３２

頁） 

 

 

事業名 

（施設名） 
事業内容 

事業 

主体 
備考 

（１）市町村道

道路 

市道吾妻 東浜田線

改良事業 

計画延長 L＝120ｍ 

幅  員 W＝7.0ｍ 

市  

（１）市町村道

道路 

市道愛野 上大江線

改良事業 

計画延長 L＝130ｍ 

幅  員 W＝5.0ｍ 

市  

（１）市町村道

道路 

市道小浜 札ノ原３

号線改良事業 

計画延長 L＝489ｍ 

幅  員 W＝4.0ｍ 

市  

（１）市町村道 市道南串山 京泊打 市  

 

事業名 

（施設名） 
事業内容 

事業 

主体 
備考 

（１）市町村道

道路 

（略）   

（９）過疎地域

持続的発展特

別事業 

（略）   

 



道路 越線改良事業 

計画延長 L＝120ｍ 

幅  員 W＝5.0ｍ 

（９）過疎地域

持続的発展特

別事業 

オンデマンド型乗り

合い送迎サービス事

業 

共同運行事業者負担金 

 

市・

事業

者 

市民の移動手段とな

る地域交通を市内全

域で本格運行として

確立させることは、定

住人口の確保に寄与

する取組であること

から、地域の持続的発

展に資するものであ

り、効果は一過性でな

く、将来に及ぶ事業で

ある。 

 

７ 子育て環

境の確保、高

齢者等の保健

及び福祉の向

上及び増進 

（ウ）計画 

（４６、４７

頁） 

 

 

事業名 

（施設名） 
事業内容 

事業 

主体 
備考 

（８）過疎地域

持続的発展特

別事業 

民間保育所障害児保

育事業 

障害を有する児童が保

育所等へ通所する場合

に、その児童を受け入れ

ている保育所等に対し

て、かかる費用を助成す

る。 

 

市 障害を有する児童を

持つ保護者の負担を

軽減し、子育てしやす

い環境を整えること

は、地域の持続的発展

に資するものであり、

効果は一過性でなく、

将来に及ぶ事業であ

る。 
 

 

事業名 

（施設名） 
事業内容 

事業 

主体 
備考 

（８）過疎地域

持続的発展特

別事業 

（略）   

 

 


